
 
  
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
電力設備の劣化診断技術の向上を目指して 

～発変電所用避雷器の劣化診断に関する研究～ 
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(a) 概念図 

図 1  発変電所用避雷器 

   
 

避雷器は、雷サージ等により発生する過電圧

を制限することで、電力設備を保護します。 
その性能を確認するため、発変電所で実使用

され、設置時に比べて漏れ電流が増加した避雷

器について制限電圧を測定しました。 

 

今回試験した避雷器の劣化判定値は、漏れ電流増加

率（設置時と比べた増加率）1.2 ですが、試験の結果、

1.2 を超えたものでも、制限電圧が管理値内に収まって

いるものが 73％でした。これは、漏れ電流が劣化判定

値を超えたものでも避雷器の性能は満足していること

を意味します。 

避雷器試験の結果 

避雷器試験の内容 

雷サージ等から発変電所構内の電力設備を保護するた

め、避雷器が使用されています。 

従来の避雷器には直列ギャップがありましたが、現在の

避雷器は、通常の電圧に対しては殆ど電流を流さない酸化

亜鉛素子を使用し、直列ギャップを省略しています。 

この省略により、避雷器の動作が安定する長所がある反

面、酸化亜鉛素子の劣化が進展すると地絡事故になるとい

う短所もあることから、避雷器の漏れ電流（運転電圧を印

加した状態で流れる電流）を測定して劣化判定していま

す。 

図 2 避雷器放電の際の端子間電圧の例 
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(b) 避雷器外観 

 
今後の予定 

   
 

今後は、漏れ電流による劣化診断にかわる新しい劣

化診断等について研究し、新しい劣化判断基準の確立

を目指します。 
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図 4 避雷器試験の結果 
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